
 

 ■S-CBT 2020 年度第 1回検定（4 月～7 月実施）予約申込者数（継続予約申込・追加予約申込） 
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2020 年度 「英検 2020 1 day S-CBT」第 1回検定の予約申込者数に関するお知らせ 

 

当社子会社の株式会社教育測定研究所は、CBT（※）テストの公平・公正な実施を可能とするテストセンタ

ーを全国に設置し、2020年 4 月より運営を開始する予定です。このテストセンターを同年 4月よりご利

用いただく予定の公益財団法人 日本英語検定協会（以下「英検協会」）より、「英検 2020 1 day S-CBT」

（以下「S-CBT」）の予約申込者数が 2020年 1月 17日付けで発表されましたので、お知らせいたします。 

 

背景および概要 

英検協会は、2020 年 4 月から開始される英検「S-CBT」について、2019 年 11 月 1 日までに「大学入学

共通テスト」での活用に向けて予約申込みをしていた新高校 3年生に対して、昨年 12月 3日から 12月

24 日まで、予約のキャンセルの申込みを受け付ける一方で、継続申込みの受付けおよび高校 2～3 年生

（既卒生含む）を対象に追加予約の受付けを実施しておりました。その結果、この度、2020年度「S-CBT」

第 1回検定の予約申込者数が確定したことが発表されましたので、以下の通りお知らせいたします。 

 

 

 

 

また、「S-CBT」受験に関するアンケート結果が同時に公表され、アンケート結果からは「大学入学共通

テスト」での活用が延期になっても、英語学習成果の確認や、志望大学での一般・AO入試に、英検を活

用したいという意向を読み取ることができ底堅い需要が見込まれます。（別紙に掲載しております。） 

 

この度予約申込みが確定した約 12万人については、当社グループが 2020年 4月より設置・運営を開始

するテストセンターにて、2020 年 4 月から同年 7 月まで、英検「S-CBT」を中心に受験いただく予定で

す。また今後、一般の申込受付も予定されており、更なる受験者の拡大が期待されます。 

 

今後の見通し 

本件による当社の業績への影響は、2019年 11月 8日に開示した当期業績予想に含まれております。 
 

 

 

※CBT（Computer Based Testing）：コンピュータ上で実施する各種試験の形態。試験に関わる一連の作業の自動化を実現 

※英検協会によるプレスリリース（2020 年 1月 17日付け） 

 https://www.eiken.or.jp/s-cbt/info/2020/pdf/20200117_info_scbt.pdf 
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別紙 「継続予約申込／追加予約申込をする理由」に関するアンケート結果 

 

■概要 
 

・実施団体：公益財団法人 日本英語検定協会 

・対象者：S-CBTの継続予約申込・追加予約申込をした方 
 

・人数：121,353名 
 

・期間：2019年 12月 4日から 12月 24日 
 

・回答形式：以下の 12の選択肢から無制限式複数回答形式 

 

■質問内容 

継続予約申込／追加予約申込をなさる理由をご選択ください 

 

■結果 
 

 

内容 回答数 割合

大学入学共通テストで英語民間試験の活用が延期になったが、
志望大学での一般入試にて英検の結果を活用する可能性があるから

65,042 54 %

高校で英語学習成果の確認のために受験したいから 55,346 46 %

大学入学共通テストで英語民間試験の活用が延期になったが、
志望大学でのAO入試にて英検の結果を活用する可能性があるから

51,736 43 %

継続して「英検S-CBT」を受験すると選択した場合、検定料が特別料金となるから 49,027 40 %

大学入学共通テストで英語民間試験の活用が延期になったが、
志望大学での推薦入試にて英検の結果を活用する可能性があるから

47,906 39 %

大学入試に活用できるか関係なく、英検級の取得を目標にこれまで勉強してきたから 44,694 37 %

従来型の英検では受験日が決まっており、部活の大会や定期考査等で受験できない可能性があり、
「英検S-CBT」では、受験日をある程度自由に選択できると感じたから

42,327 35 %

4技能の英語能力を向上させるため、技能別のCSEスコアを確認したいから 40,935 34 %

従来型の英検では、スピーキングテストが対面式であり緊張するため、
吹込み式である「英検S-CBT」での受験にメリットを感じたから

31,696 26 %

学校（塾、予備校含む）の先生から
継続して「英検S-CBT」を受験するようにとアドバイスがあったから

30,710 25 %

英検CBTでは、ライティングテストがキーボードでのタイピング入力になれていないため、
手書きである「英検S-CBT」での受験にメリットを感じたから

28,756 24 %

その他：自由記述欄 2,295 2 %


